
対象校No. 119 学校コード F127110107852

変更年度 令和 6年度

計画の区分： 大学の収容定員に係る学則変更

大阪大学 医学部 医学科

　　担当部局（課）名
統括理事オフィス
経営デザインチーム

職名・氏名 チーフ　杉山
スギヤマ

　隼人
ハヤト

電話番号　　 06-6879-7158

（夜間）　　 06-6879-7158

ｅ－mail　　
toukatsu-
edrs@office.osaka-u.ac.jp

該当番号を記載してください。

３　認可時から大学の名称変更があった場合には、表題には現在の名称を記載し、

その下欄に（　　）書きにて、旧名称を記載してください。

例）　○○大学（旧名称：◇◇大学（平成◇◇年度より名称変更））

当該番号を記載してください。

２　学校コードについては、以下URLを確認の上、該当番号を記載してください。

令和6年５月１日現在

収容定員に係る学則変更を行った大学の履行状況報告書

　作成担当者

（注）　１　対象校No.については、「【別紙】令和６年度AC報告書提出対象学科等.pdf」より、

なお、該当がない場合は、本番号は学校基本調査での「学校コード」と同様の番号ですので、

https://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/mext_01087.html

認可

国立大学法人大阪大学

注２

注2

注１
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変　　更　　時 変　更　状　況 備　　　考

（ フ リ ガ ナ ） （ フ リ ガ ナ ）

氏　　　名 氏　　　名

（現職就任年月） （現職就任年月）

（ニシオ ショウジロウ）

西尾　章治郎

（平成２７年８月）

（クマノゴウ　アツシ）

熊ノ郷　淳

（令和３年４月）

・大学独自の職名を設けていて当該職位がない場合は、各職に相当する職名の方を記載してください。

・対象学部等が複数の場合には、それぞれ記載してください。

された記載があれば、そこに赤字で見え消し修正）するとともに、上記と同様に、「備考」に変更理由等を

（例）令和５年度に報告済の内容　→（５）

記入してください。

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，、本部の位置を（　）書きで記入してください。

学　　長

職　　名

ください。

理 事 長

（４） 管理運営組織

（注）・「変更状況」は、変更があった場合に記入し、併せて「備考」に変更の理由と変更年月日、報告年度を

（　）書きで記入してください。

令和６年度に報告する内容　→（６）

・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば、「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

学 部 長

学科長等

　　大阪府吹田市山田丘２－２

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，、複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

  (〒５６５－０８７１　大阪府吹田市山田丘１－１）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

国立大学法人大阪大学

（２） 大　学　名

〒５６５－０８７１

（３） 調査対象大学等の位置

大阪大学
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変更前 変更後 変更前 変更後 変更前 変更後

2年次 2年次

10 10

　医学部 人 人

医学科 95 97 3年次 3年次 642 644

人 人 0 0 人 人 年度

　　学士（医学） 人 人

4年次 4年次

0 0

人 人

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人

－ － － － 290 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　85　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　2　] [　－　]

－ － － － 267 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　78　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　2　] [　－　]

－ － － － 99 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　9　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　0　] [　－　]

－ － － － 97 －

(　－　) (　－　) (　－　) (　－　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　8　) (　－　)

[ － ] [ － ] [ － ] [ － ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [ 　 ] [　0　] [　－　]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

・ 「収容定員充足率」には、報告年度から起算した修業年限に相当する期間までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

報告年度から起算した修業年限に相当する期間の収容定員充足率を記載してください。

・ 「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

・ 「（５）　調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等」の「平均入学定員超過率」及び「収容定員充足率」は、「２　既設大学等の状況」AC対象学部学科等の倍率と

・ 報告年度に春季入学以外の学期区分の設定を予定している場合は、「春季入学以外の学期区分について」で「春季入学以外の学期区分を設ける予定」を選択してください。
（春季入学以外の学期区分の設定を予定していない場合は「－」を選択。）

一致しますので、留意して計算してください。

・ 報告年度の５月１日現在の情報を記入してください。（過年度については、各年度末時点の情報として記入してください。）

・ 調査対象学部等の定員変更年度から報告年度まで記入してください。なお、定員変更年度以前は「－」を記入してください。

・ （　 ）内には、編入学の状況について外数で記入してください。なお、編入学を複数年次で行っている場合には、

なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

我が国の大学（大学院を含む。）、短期大学、高等専門学校、専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程

なお、計算の際は小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。また、完成年度を越えて報告書を提出する大学等は、

・ 留学生については、「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）により、

に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入してください。

・ 「入学定員超過率」については、各年度の春季入学とその他の学期を合計した入学定員、入学者数で算出してください。

を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和７年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

・ 短期交換留学生など、定員内に含めていない学生については記入しないでください。

・ 学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている場合）

・ [ 　 ]内には、留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年度には「－」を記入してください。

（５） 調査対象学部等の名称、定員、入学者の状況等

修業年限
収容定員編入学定員

－ －

入学定員

設 置 時 の 計 画

令和４年度令和２年度 令和６年度令和３年度

97

志願者数

・ なお、課程認定等によりコースや専攻に入学定員を定めている場合は、法令上規定されている最小単位

((  ))書きとするなどし、その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年度には「－」を記入してください。

Ｂ　 入学者数

合格者数

受験者数

・ 学生募集停止を予定している場合は、「学生募集の停止について」で「新規入学者を募集停止予定」を選択するとともに、

・ 転入学生は記入しないでください。

1.00－

「備考」に「令和○年度から学生募集停止（予定）」と記載してください。（学生募集停止を予定していない場合は「－」を選択。）

（注）・　当該調査対象の学部の学科等、定員を定めている組織ごとに記入してください（入試区分ごとではありません）。

（大学であれば「学科」、短期大学であれば「専攻課程」）のほか、それらのコースや専攻単位でも記載したものを、

別ファイルにて提出してください。

・ 様式は、令和元年度定員変更の４年制の学科が完成年度を越えて報告する場合（令和６年度までの６年間）ですが、

・ 認可後さらに定員を変更した場合は、「備考」に変更前の人数、変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

設置計画履行状況等調査の対象期間が７年を越え、様式に変更が必要な場合には、別途ご連絡ください。

－

[ ]

( )

[ ]

(　10　)

調査対象学部等の
名称（学位）

( )

定員変更年度
学生募集の停止

について

令和6

－

Ａ　 入学定員

[ 　－　 ]

(　－ 　)

6

年

令和元年度 令和５年度

備　考

収容定員
充 足 率

1.03倍 1.00倍

収容定員
充 足 率

（控除後）

春季入学以外の学
期区分について

－

[ 　－　 ]

(　－ 　)

[ 　－　 ]

( )

[ ]
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大 学 の 名 称
収容定員充足
率0.7倍以下の
学科数

0
収容定員充足
率1.15倍以上
の学科数

2

年 人 年次 人 年度 年度

人

文学部 4 165 0 660

　人文学科 4 165 0 660 学士
（文学）

- 平成20

人間科学部 4 137
３年次

10
568

　人間科学科 4 137
３年次

10
568 学士

（人間科学）
- 平成20

外国語学部 4 580
３年次

10
2,340

　外国語学科 4 580
３年次

10
2,340

学士
（言語・文

化）

- 平成20

法学部 4 250
３年次

10
1,020

　法学科 4 170
３年次

10
700 学士

（法学）
- 平成20

大阪府豊中市
待兼山町１番６号

　国際公共政策学科 4 80 0 320 学士
（法学）

- 平成20 同上

経済学部 4 220
３年次

10
900

　経済・経営学科 4 220
３年次

10
900 学士

（経済学）
- 平成20

大阪府豊中市
待兼山町１番７号

理学部 4 255 0 1,020

　数学科 4 47 0 188 学士
（理学）

- 平成20
大阪府豊中市

待兼山町１番１号

　物理学科 4 76 0 304 学士
（理学）

- 平成20 同上

　化学科 4 77 0 308 学士
（理学）

- 平成20 同上

　生物科学科 4 55 0 220 学士
（理学）

- 平成20 同上

医学部 6・4 257
２年次

10
1,284

　医学科 6 97
２年次

10
644 学士

（医学）
令和6 平成20

大阪府吹田市
山田丘２番２号

令和6年度入学定員変更(95→97※単
年度の暫定増員）

※平成31～令和4年度の入学定員は
暫定増員含め各年度100名

※令和5年度の入学定員は暫定増員
含め97名

　保健学科 4 160 0 640 平成20
大阪府吹田市

山田丘１番７号

　　看護学専攻 4 80 0 320 学士
（看護学）

-

　　放射線技術科学専攻 4 40 0 160
学士

（保健衛生
学）

-

　　検査技術学専攻 4 40 0 160
学士

（保健衛生
学）

-

歯学部 6 53 0 318

　歯学科 6 53 0 318 学士
（歯学）

- 平成20
大阪府吹田市

山田丘１番８号

薬学部 6 80 0 480

　薬学科 6 80 0 480 学士
（薬学）

- 平成20
大阪府吹田市

山田丘１番６号

　薬科学科 4 - - - 学士
（薬科学）

- - - 平成31年度入学生より学生募集停止

工学部 4 820
３年次

12
3,304

　応用自然科学科 4 217
３年次

3
874 学士

（工学）
- 平成20

大阪府吹田市
山田丘２番１号

　応用理工学科 4 248
３年次

3
998 学士

（工学）
- 平成20 同上

　電子情報工学科 4 162
３年次

6
660 学士

（工学）
- 平成20 同上

　環境・エネルギー工学科 4 75 0 300 学士
（工学）

- 平成20 同上

　地球総合工学科 4 118 0 472 学士
（工学）

- 平成20 同上

1.01 1.00

1.06 1.02

1.09 1.04

1.06 1.04

1.07 1.03

1.06

1.03 1.00

1.04 1.02

1.02 1.00

1.03

1.021.07

-

1.01

1.01

1.07

1.05

1.11

1.10

1.10

1.10

1.07

1.05

1.05

1.05

1.05

1.11

1.12 1.07

1.10 1.05

1.14

倍

1.05

1.05

1.06

1.05

1.00

1.02

1.01

1.01

1.06

大阪府箕面市船場
東３丁目５番１０

号

２　既設大学等の状況

既設学部等の名称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定員変更
年度

（AC期間
の学科の
み）

開設
年度

　大　阪　大　学

収容定員
充足率

収容定員
充足率

（控除後）

倍

1.12

1.12

1.12

1.12

1.19

1.19

備　　考

大阪府豊中市
待兼山町１番５号

所在地

大阪府吹田市
山田丘１番２号

1.13

1.17

1.00

1.00

1.08

1.07

-

1.02

1.02

5



基礎工学部 4 435
３年次

8
1,756

　電子物理科学科 4 99 0 396 学士
（工学）

- 平成20

　化学応用科学科 4 84 0 336 学士
（工学）

- 平成20

システム科学科 4 169
３年次

8
692 学士

（工学）
- 平成20

　情報科学科 4 83 0 332 学士
（工学）

- 平成20

大学全体 4 3,252

２年次
10

３年次
60

13,650 - - -

・「収容定員充足率」には、報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記入してください。

・「収容定員充足率（控除後）」には、「収容定員充足率」が1.00倍を超える場合、「大学、短期大学及び高等専門学校の設置等に係る認可の基準」

第１条第２項により修業年限超過者を控除した場合及び附則第２項及び第４項を適用した場合の控除及び適用後の「収容定員充足率」を記入してください。

なお、「収容定員充足率」が1.00倍以下の場合や、1.00倍を越える場合であっても上記の控除及び適用がない場合には、「－」としてください。

大阪府豊中市
待兼山町１番３号

同上

同上

同上

1.09

1.08

1.01

1.01

1.04

1.03

1.13

1.06

1.08

1.12

-

コメント機能で操作方法を案内していますのでご参照ください。

・「所在地」及び「備考」欄については、セルの結合ではなく、書式設定より設定の上、文字サイズ変更を行ってください。詳しくは、本シート右に記載の

算出に当たっては、「大学の設置等に係る提出書類の作成の手引（令和６年度開設用）Ⅳ.33収容定員の充足状況」をご確認ください。

・「収容定員充足率（控除後含む）」は、小数点以下第３位を切り捨て、小数点以下第２位まで記入してください。

--

また、0.7倍以下又は1.15倍以上の学科については、必ず太字にしてください。当該設定は、学科のみとし、学部及び専攻を太字にする必要はありません。

・「備考」の欄については、学年進行中の入学定員の増減や学生募集停止など、収容定員に影響のある情報を記入してください。

開設後、完成年度を迎えていない学科等については、開設年度から報告年度までの報告年度における５月１日現在の収容定員数に対する学生数の割合を記載してください。

・本年度ＡＣの対象となる学部等については、必ず下線を引いてください。

・学部の学科等、「入学定員を定めている組織」ごとに全ての組織を記入してください。

※「入学定員を定めている組織」ごとには、課程認定等によりコース・専攻に入学定員を定めている場合を含めます。

履修上の区分としてコース・専攻を設けている場合は含めません。

・記載項目以外、保護をかけています。不要な行は、「非表示」設定としてください。また、記載する必要がない学校種の記載欄については、

「入学定員超過率」及び「収容定員充足率」が0.7倍以下又は1.15倍以上の学科数を記入する項目を「－」とした上で、「非表示」設定としてください。

なお、本調査の対象となっている大学等の設置者が設置している他の大学等の状況については、記入する必要はありません。

（注）・本調査の対象となっている大学、短期大学及び高等専門学校（以下「大学等」という。）について、既に設置している学部等

（短期大学、高等専門学校にあっては学科等）の報告年度の５月１日現在の状況を記入してください。（大学院、専攻科及び別科を除く）。
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区 分
今後の

の実施計画

３　附帯事項等に対する履行状況等

附　帯　事　項　等 履　行　状　況

該当なし
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【令和５年度報告書から記載内容に変更がある場合】

令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）」と記載した上で、変更後の「履行状況」及び

「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

【令和５年度報告書から記載内容に変更がない場合】

令和５年度報告書の記載内容を転記し文末に「（５）（６）」と記載してください。

【令和６年度から新たに調査対象となった学科等又は令和５年度設置計画履行状況調査で付された指摘の場合】

「履行状況」及び「今後の実施計画」を記載し文末に「（６）」と記載してください。

・ 認可時に付された附帯事項に対する履行状況等の記載に当たっては、以下のとおりに記載してください。

・ 「設置計画履行状況調査結果」には、当該年度の調査の結果、当該大学に付された指摘を

全て記入するとともに、付された指摘に対する履行状況等について、具体的かつ明確に記入してください。

その履行状況等の参考や根拠となる資料があれば、添付してください。

・ 「履行状況」では、履行中であれば「履行中」、履行が完了していれば「履行済」を選択してください。

・ 該当がない場合には、「附帯事項等」の部分に「該当なし」と記入してください。

・ 「設置計画履行状況調査結果」には、当該調査の実施年度の年を記入してください。

（注）・　「認可時」には、認可時に付された附帯事項と、それに対する履行状況等について、

具体的に記入してください。
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